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◇

教育目標：夢をもち　未来を拓く子ども 

◇重点目標：人・社会・未来とつながるWell-being2024 ～根拠と共有を基に　自分の考えを整え　意見表明できる子どもの育成～ 

 

 

主体性と当事者性をもった子どもに  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校長　南　向　信　一　 

 

　９月も終わり朝晩はすっかり涼しくなって、秋を感じる季節となりました。
学校では前期が終わり通知票が発行されております。半年間の子どもたちのが
んばりが評価されていると思いますので、努力をたたえてあげてほしい（小言
を言いたいところはグッと我慢して）と思います。  

　さて、１０月は旭川市教育研究大会など研究会が多く予定されている月であ
りますが、それに先立ちまして、９月１３日から北海道小学校長会教育研究岩
見沢大会が開かれ、工藤勇一氏（元横浜創英中学･高等学校長）による主体性
と当事者意識についての講演がありました。少しご紹介いたします。  

　例えば兄弟げんかがあった時、我々は親としてどう対応するでしょうか。 

　❶ 「お兄ちゃんなんだから我慢しなさい」…    
　　これはちょっとお兄ちゃんがかわいそうですね。 

　❷ 「こういう場合はこうしなさい」とか「○○が悪いから謝りなさい」 

　　審判のようにジャッジしてしまう。…う～ん　あったかも。 

 

　上のように、子どものトラブルを大人が審判かの如くジャッジしてしまうと、子ど

もたちの主体性が摘み取られてしまいます。主体性を失った子は、トラブルのたびに

ジャッジや解決策を求めてきます。最悪の場合解決できないことを審判の側（親？大

人？）の責任にします。これでは問題を当事者として解決していくことができません。 

　では、親として（大人として）他にどのような対応があるでしょう？ 

　① 「どうしたの？」…　 互いの言い分を聞いてあげること。  

　② 「どうしたいの？」…　「○○しなさい」ではなくどうしたいか考えさせます。 

　　もちろん発達段階によっては選択肢を提示するなどの工夫も必要だと思います。  

　③ 「何かできることはある？」…　親（大人）に手伝ってほしいことがあるかもしれ

　　ませんが、こちらから手を伸ばすのではなく、何を手伝ってほしいか考えさせ、

　　その上で手を貸してあげるとよいと思います。  

 

　このようなやりとりがあると、兄は弟との年齢差を考え自ら譲るかもしれません。  

（親から我慢しなさいと言われたときとは精神状態が雲泥の差ですね）そこで親とし

て一言「お兄ちゃんありがとう」と言えば…兄の自己肯定感は急上昇です。弟も主張

が認められ兄に譲ってもらい満足しそうです。 

　違う結果でも本人たちが納得するまで話し合えば、自分たちで決めたことなので、

今後同じようなトラブルが起きても自分たちで解決できそうです。

　主体性をもって行った行動を認められ褒められたとき、自己肯定感が上がり
ます。こういった場面を増やしていきたいと思います。



 
 
 
　8 月 30  日(金)富沢っ子まつりを行いました。
　富沢神社から御神輿をお借りして担いだり、保護
者のみなさんの準備してくださった出店に参加した
り盆踊りを踊ったり、楽しい午後の時間を過ごしま

 した。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　9 月 10  日(火)　児童会選挙
　9 月 20  日(金)　認証式
　9 月 24  日(火)　児童総会

 
 
 

 　
 
 
 

 　
　富沢の児童会は、3 年
生から委員会活動が始ま

 ります。
　リーダーだけでなくみ
んなで作る児童会。子ど
もたちの柔軟な発想にい

 つも感心しています。
 　後期の活動が始まっています。

 
 
 
 
　9 月 17 日（火）マ
ラソン記録会を行い

 ました。
　練習を重ね、去年
の自分の記録に挑戦

 です。
　最後まで諦めずに

 やりきりました。
　応援、ありがとう

 ございました。
 

マラソン記録会

富沢っ子まつり

後期児童会

 
 
 
　夏休み、一生懸命取
り組んだ自由研究。学
級では全員発表したの
ですが、全校への発表
は各学級１名ずつとな

 ります。

　発表者は話す順番を工
夫するなどしてわかりや
すく発表し、聞いていた
児童も多くの質問や感想
を述べ、興味をもって参
加していることが伝わっ

 てきました。
 

 
 
 
 

　
9 月 18 日（木）秋の野山

 が行われました。
 
　縦割り班でのフィール
ドワーク。学校周辺の樹
木は何種類あるか調べま

した。学校に戻ってからは学級ごとに野山の恵みを
使ってのアート作品作り。富沢の自然を大切にし、
環境保全に向けて自分たちができることを考える機

 会になりました。　
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 　

秋の野山

       

       

 　　１日（火） クラブ

　　８日（火） 旭川市教育研究会（臨時休業） 

　１０日（木）・１１日（金） 

 　　　　　　　 視力検査

 　１０日（木） 実行委員会

 　１５日（火） 実行委員会

 　１６日（月） 学芸会総練習

 　１９日（土） 学芸会

　２１日（月） 振替休業日 

 　２２日（火） 委員会

 　２３日（水） 諸費納入日

 　２４日（木） クリーンデー

 　２５日（金） ３・４年　校外学習（博物館）

10月の予定

工作・自由研究発表会
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